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項目 質問項目 人数 (%)*
⑴だしに関す
る食習慣
とても高い 高い 低い とても低い 分からない
だしをとる頻度 2(1.0) 13(6.7) 49(25.4) 129(66.9) −
だしを使った料理を食す頻度 16(8.3) 79(40.9) 85(44.1) 13(6.7) −
だしの素を使用する頻度 11(5.7) 61(31.6) 74(38.4) 23(11.9) 24(12.4)
天然だしを使用する頻度 9(4.7) 22(11.4) 62(32.1) 65(33.7) 35(18.1)
鰹節 煮干し 混合だし だしのもと 分からない その他
だしの種類 20(10.4) 12(6.2) 19(9.8) 108(50.0) 27(14.0) 7(3.6)
みそ汁のだしの種類 17(8.8) 34(17.6) 20(10.4) 83(43.0) 30(15.5) 9(4.7)
⑵だしへの関
心・意識
とても思う 思う 思わない 全く思わない
天然だしは好ましい 82(42.4) 105(54.4) 3(1.6) 3(1.6)
だしは体に良い 78(40.4) 109(56.5) 6(3.1) 0(−)
だしを使った料理はおいしい 97(50.3) 94(48.7) 2(1.0) 0(−)
だしを使った料理は身近 47(24.3) 126(65.3) 20(10.4) 0(−)
だしを食文化として伝承したい 64(33.2) 116(60.1) 13(6.7) 0(−)








鰹節のうま味成分名 36(18.6) 71(36.8) 86(44.6)
昆布のうま味成分名 53(27.5) 56(29.0) 84(43.5)
⑷食習慣 １つの群 ２つの群 ３つの群 食べていない
朝食の内容 50(25.9) 75(38.9) 34(17.6) 34(17.6)
とても高い 高い 低い とても低い
朝食の欠食の頻度 19(9.9) 68(35.2) 43(22.3) 63(32.6)
朝食の孤食の頻度 100(51.8) 56(29.0) 26(13.5) 11(5.7)
夕食の孤食の頻度 38(19.7) 73(37.8) 65(33.7) 17(8.8)
夜食の摂取の頻度 32(16.6) 34(17.6) 90(46.6) 37(19.2)
家で料理をつくる頻度 6(3.1) 48(24.9) 101(52.3) 38(19.7)







濃い味と薄味で好む方 94(48.7) 33(17.1) 66(34.2)
⑸ 食 へ の 関
心・意識
とても思う 思う 思わない 全く思わない
食べることに興味がある 115(59.6) 66(34.2) 11(5.7) 1(0.5)
食事を味わっている 60(31.1) 116(60.1) 15(7.8) 2(1.0)
味を意識している 51(26.4) 114(59.1) 27(14.0) 1(0.5)
栄養素バランスを気にしている 19(9.8) 108(56.0) 56(29.0) 10(5.2)
ダイエットを気にしている 13(6.7) 66(34.2) 88(45.6) 26(13.5)
自分の好みを考慮している 61(31.6) 123(63.8) 8(4.1) 1(0.5)
⑹生活リズム 7 時以前 7 〜 8 時 8 〜 9 時 9〜10時 10時以降
起床時間 44(22.8) 81(42.0) 49(25.4) 10(5.2) 9(4.6)
19時以前 19〜20時 20〜21時 21〜22時 22時以降
夕食時間 40(20.7) 54(28.0) 58(30.1) 29(15.0) 12(6.2)
22時以前 22〜23時 23〜24時 24〜25時 25時以降
就寝時間 2(1.0) 3(1.6) 42(21.8) 89(46.1) 57(29.5)
はい いいえ
夕食は決まった時間 35(18.1) 158(81.9)
⑺健康状態 いつもそう 時々そう あまりそうでない 全然そうでない
疲れやすい 42(21.8) 98(50.8) 46(23.8) 7(3.6)
頭が痛い 10(5.2) 51(26.4) 76(39.4) 56(29.0)
イライラする 12(6.2) 50(25.9) 91(47.2) 40(20.7)
午前中特に眠い 60(31.1) 73(37.8) 50(25.9) 10(5.2)
午前中やる気がでない 45(23.3) 83(43.0) 55(28.5) 10(5.2)
胃腸の調子がおかしい 14(7.3) 57(29.5) 76(39.4) 46(23.8)
めまいがする 9(4.7) 30(15.5) 70(36.3) 84(43.5)
風邪をひきやすい 11(5.7) 48(24.9) 69(35.7) 65(33.7)
夜よく眠れない 11(5.7) 45(23.3) 75(38.9) 62(32.1)
心配事がある 24(12.4) 63(32.7) 74(38.3) 32(16.6)
⑻家庭科の学
習内容
とても思う 思う 思わない 全く思わない
家庭科でだしのとり方を習った 24(12.4) 73(37.8) 77(39.9) 19(9.9)






群間で他の質問項目との関連を調べた。カイ二乗検定の結果，図 1 に示すように 2群間で60項目中13項目
において有意な差があることが明らかとなった。
だしに関する項目においては，まず，「だしを使った料理を食す頻度」と関連性がみられ（p＜0.01），






















項目 質問項目 人数 (%)*
⑴だしに関す
る食習慣
とても高い 高い 低い とても低い
だしを使った料理を食す頻度 33(17.1) 105(54.4) 52(26.9) 3(1.6)
鰹節 煮干し 混合だし だしのもと わからない その他
だしの種類 24(12.4) 22(11.4) 31(16.1) 66(34.2) 50(25.9) 0(−)
みそ汁のだしの種類 20(10.4) 41(21.2) 23(11.9) 60(31.1) 48(24.9) 1(0.5)
⑵食習慣 とても高い 高い 低い とても低い
朝食の孤食の頻度 17(8.8) 35(18.2) 68(35.2) 73(37.8)
夕食の孤食の頻度 2(1.0) 20(10.4) 69(35.8) 102(52.8)
夜食の摂取の頻度 19(9.9) 18(9.3) 84(43.5) 72(37.3)
自分で料理をつくる頻度 2(1.0) 15(7.8) 81(42.0) 95(49.2)
外食をする頻度 3(1.6) 19(9.8) 153(79.3) 18(9.3)
⑶ 食 へ の 関
心・意識
とても思う 思う 思わない 全く思わない






























0% 20% 40% 60% 80% 100%
だしを使った料理を食す頻度(b)
■とても高い　■高い　■低い　■とても低い　**p<0.01
0% 20% 40% 60% 80% 100%
鰹だしのとり方(g)
■知っている　■知らない　**p<0.01
0% 20% 40% 60% 80% 100%
朝食の欠食の頻度(i)
■とても高い／高い／低い　■とても低い　*p<0.05
0% 20% 40% 60% 80% 100%
就寝時間(k)
■天然だし　■だしのもと　■わからない／その他　*p<0.05
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中学生の頃のみそ汁のだしの種類(m)
■とても思う／思う　■思わない／全く思わない　**p<0.01
0% 20% 40% 60% 80% 100%
食の学習内容を活用している(l)
0% 20% 40% 60% 80% 100%
家で料理をつくる頻度(j)
■とても高い　■高い　■低い　■とても低い　**p<0.01
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し，この 2群間で他の質問項目との関連を調べた。カイ二乗検定の結果，図 2 に示すように， 2群間で60
項目中22項目において有意な差があることが明らかとなった。まず，「だしをとる頻度」との関連をみる
と，先ほどと同様だが，だしを使った料理を食す頻度と関連がみられた（p＜0.01）。
｢暮らし方」について，低い群に「一人暮らし」と答えた者が多い傾向がみられた。これは「だしをと
る頻度」とは逆の傾向であった。なお，性別については関連性がみられなかった。
だしに関する項目においては，「だしの種類」，「みそ汁のだしの種類」について，高い群に「天然だし」
と答えた者が多く，「わからない」または「その他」と答えた者が少ない傾向がみられた。「だしを使った
料理は身近」「鰹だしのとり方」，「煮干しだしのとり方」についても関連がみられた。だしをとる頻度と
同様に，だしを使った料理を食す頻度が高い者ほど，だしへの関心が高く，使用しているだしを把握して
いることがうかがえた。
一方，だしに関する項目のうちだしを使った料理を食す頻度との間のみで関連がみられた項目として
は，「天然だしを使用する頻度」，「だしの素を使用する頻度」，「だしを使った料理はおいしい」，「天然だ
しは好ましい」，「鰹節のうま味成分名」，「昆布のうま味成分名」，「うま味の相乗効果」であった。だしを
使った料理を食べるほど，だしを使った料理や天然だしを味わい，嗜好性を高く評価していることがうか
がえた。においの好みは食習慣や食経験の影響を受けて形成されることからも（熊倉他，2012），だしを
味わう習慣の重要性が示される結果といえる。また，だしを使った料理を食す頻度が高いほど，だしに関
する知識も高い可能性が考えられた。さらに，中学生の頃の食生活についても，だしを使った料理を食べ
る頻度との関連性がみられ，頻度が高い者は中学生の頃食べていただしを把握している者が多いことか
ら，学校教育においても，だしを食べ，味わい，関心を高めることに取り組む意義があると考えられた。
一方，家庭科の学習内容に関する項目については，とる頻度と異なり，食べる頻度との関連はみられな
かった。だしを食べ，だしのとり方は把握しているものの，家庭科の学習内容との関連は低いことが推察
された。家庭科の学習内容を活用している実感は，だしを食べることよりだしをとる習慣で得られやすい
ことが考えられた。これは現行の家庭科では，だしを食べ，味わうことが重視されていないことも示唆し
ているといえる。
なお，近年，鰹だしによる疲労回復効果が報告されており（河野，2012），だしを食べることの精神面
への影響も明らかになっているが，本調査においては，生活リズム・健康状態に関する項目においては，
だしを食べる頻度が高い群，低い群での関連性はみられなかった。また食生活に関するいくつかの項目で
だしを使った料理を食べる頻度と関連性がみられたものの，「実家暮らし」「一人暮らし」の影響が大きい
と思われ，今後検討していきたい。
⑷家庭科でのだしに関する学習への提案
以上の結果を踏まえて，家庭科でのだしに関する学習について提案を行いたい。まず，だしに関する知
識や技能をより定着させる必要がある。だしへの関心・意欲は高いものの，知識・技能の定着は高くはな
いことが示唆されたためである。特に義務教育の最終段階である中学校家庭科において，小学校の学習と
連携させ，定着を図る必要がある。次に，従来より家庭科がめざしていることであるが，実生活に生かせ
るような学習を行うことが，自分でだしをとる習慣につながることと考えられる。また，それがだしを食
べ，味わう機会を増やすことにもなり，だしをはじめとする和食の文化を伝承，定着させることにもつな
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がるといっていいだろう。この際，今回の結果より，だしをとることと，だしを使った料理を味わうこと
を，連動して捉える必要があると考える。最後に，だしをとり，そして味わう活動を重視した実生活に応
用できる授業を取り入れていく必要があると考えられる。科学的な根拠の提示や実験的な活動を取り入れ
ることで生徒のだしへの関心を実践に結びつけていくような効果的なだしに関する授業を具体的に提案す
ることを今後の課題としたい。
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